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環境にイイこと、プラス。�

　ユニーの事業活動の中で環境負荷の大きいものは、店舗のエネルギー使用とそれに伴うCO２の排出です。また、商品を工場や

倉庫から運んでくるための物流もたくさんの燃料を使用し、排気ガスを排出しています。店舗から毎日排出する廃棄物や、お客様

が商品と一緒に家庭に持ち帰る容器包装も大きな環境負荷です。�

　ユニーはこれらの原因を明らかにし、対策を練り、できるだけ環境負荷の少ない企業になることを目指します。�

事業活動の環境に対する影響�

事業活動における環境負荷�

ユニーの各店舗や本社・事務所は、事業活動に伴い、地球環境に影響を及ぼしています。これを環境負荷といいます。�

環境負荷をできるだけ出さないように、また継続的に軽減していくために環境負荷の実態を調べ、�

従業員や関係している人々が、それぞれの役割の中で環境活動を実践しています。�

�
事業活動における環境負荷�
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※データは、ユニー㈱の2007.2.21～2008.2.20のものです。�
※燃料、年間走行距離が増えた原因として、物流センター新設による店舗配送車両の増加が原因。�
・H18年の期中センター新設による影響→（7月―厚木低温・北関東低温、11月―海津）�
・H19年の期中センター新設による影響→（3月―茨城西低温・神奈川低温）　　　　              �
・H19年期中扱い商品増による影響→（7月―静岡・弥冨にユーストア商品の物流便増加）�
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物流を見直し、合理的に輸送できるよう物流センターを新設しました。ルートや混載など試行中のため、店舗配送車両が一時的に増加したため、使用燃
料（112.3％）、走行距離（105.4％）とも前年より増えてしまいました。今後、大型車両や混載便の運用による便数削減、環境負荷軽減車両などの導入も
含め、環境負荷の低減に努めます。�
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